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Oま じ め 壱こ

　区では、総合治水対策の一環として、雨水流出抑制対策を重点施策とし、昭和58年6月r杉並区雨水流出抑制推進要綱」を定め、

昭和63年3月にr雨水流出抑制技術指針」を策定し、区所管施設における雨水対策事業の推進につとめてきた。

　この度、　都区市町村で構成する東京都区部中小河川流域総合対策協議会より神田川流域及ぴ目劉1暁域の総合的な治水対策暫定計

画が発表され、これにともない今まで区で進めてきた雨水流出抑制施設技術指針の見直しが必要となり、ここに新たなr杉並区雨水流

出抑制施設技術指針』を策定した。

　この技術指針は、杉並区雨水流出抑制対策推進要綱第3の規定に基づき、雨水流出抑制対策推進計画事業の適正な運用及ぴ効率的な

推進を図ることを目的として、抑制施設に関する必要な技術的基準を定めるものである。

　なお、この技術指針の摘用に当っては、この指針の運用を誤ることのないよう効果的な活用を望むものである。
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第1章総　　　　　則
　1．目　　的

　　本指針は、r杉並区雨水流出抑制対策推進要綱」（昭和58年6月7日、杉土計発第45号）の規定に基づき、雨水流出抑制対策推

　進事業の適正な運用及ぴ効率的な推進を図るため、抑制施設に関する必要な技術的基準を定めることを目的とする。

　2．適用の範囲

　　　r杉並区雨水流出抑制対策推進要綱」により、区が実施する雨水流出抑制対策に適用するものであり、区が採用する抑卸施設を

　　中心としたものである。したがって今後、事業実施により追加、変更の必要が生じた場合には、その都度変更することとする。

　　また、国、都及ぴ大規模民間施設（敷地面積1，000㎡以上）に対する協力要請についても同様の扱いとする。

　　なお、この資料に掲載していない種類の施設を採用する場合については、当該各部において、それぞれ調査検討し、この指針と

　　の整合を図ること。また、実施により重大な支障が生じることが認められる場合や安全上問題があると認められる場合にっいては

　　別途考慮する。

　3．区力螺用する抑制施設の体系

　　　　　　　　　　　　　　　　　浸透トレンチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　浸透桝

　　　　　　　　　浸透施設　　　　　’　浸透桝　　　　　　　　　　　　　　　集水拡水法　雨水を一時集水し浸透させる

抑制施設

浸透側溝（U字型）

’水性舗装

再利用施設一一一一一雑用水貯留槽

拡水法

方法

雨水を地表表面で受け浸透さ

せる方法
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4．用語の定義等

（ア）浸透施設

　地表あるいは、地下の浅い所から雨水を土壌の不飽和帯を通して地中に分散・浸透させる施設をいう。

（イ）貯留施設

　公園・校庭・集合住宅の棟間等の空地に、本来の土地利用機能を損なうことがないように、主として浅い水深にて雨水を一時的

　に貯留することにより、雨水の流出抑制を図る施設をいう。〔建築物の地下に設置する貯留槽も含む。）

　｛11浸透トレンチ

　　掘削した溝に砕石を充填し、このなかに溜桝等の連結した管（有孔管・多孔管等）を敷設し、雨水を導きトレンチ内の充填砕

　石層の側面及ぴ底面から地中に浸透させる施設をいう。

　　浸透管としては、透水コンクリート管、有孔塩ビ管、有孔コンクリート管等がある。

　（21浸透桝

　　桝の底面、側面を砕石で充填し、集水した雨水をその底面、側面より地中に浸透させる施設をいう。

　13〕道路浸透桝

　　道路排水用の集水桝に連結して設ける浸透トレンチ（ヨコ型）をいう。

㈲浸透側溝（U字型）

　　透水性コンクリート材を用い、側溝の底面、側面を砕石で充填し、雨水を底面、側面より地中に浸透させるもので、浸透桝と

　組合せて設けることが多い。

　（51透水性舗装

　　雨水を直接舗装体に浸透させ舗装体の貯留及び路床の浸透能力により、雨水を地中へ面状に浸透させる施設をいう。

　　この種類には、透水性アスファルト舗装、透水性コンクリート舗装、透水性平板舗装、透水性インターロッキング・ブロック

　舗装等がある。

　㈲設計浸透量

　　土の浸透量をいう。
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（7）設計貯留量

　　貯留施設の貯留量及ぴ、各浸透施設の空隙部分の貯留量をいう。

（81設計処理能力

　　設計浸透量と設計貯留量を合算したものをいう・

（9｝公園・緑地貯留

　　公園の広場・緑地を利用して設ける貯留施設をいう。なお、貯留にっいては公園の機能、利用者の安全対策、修景等を考慮す

　る必要がある。

（10｝校庭・運動場貯留

　　校庭や運動場の全部または一部を利用して、植栽地や周辺をブロック等貯留堤で囲うことにより一時的に貯留する施設をい

　う。なお、貯留については、供用性を考慮するとともに、児童・生徒の安全対策を配慮する必要がある。

m｝屋上貯留

　　学校等の屋上を利用し、排水ドレン等の加工により貯留する施設をいう。

　　なお、防水工事を完全にすることが必要である。

（121地下貯留

　　敷地内や建物の地下等に貯留槽や貯留タンクを設置し、雨水を貯留する施設をいう、なお、建物の地下等に貯留する場合は、

　降雨集水量、貯留量、貯留槽からの排水能力及び衛生管理等を十分検討し、建物に被害を及ぼさないよう留意する必要がある。

U3｝再利用施設

　　屋上降雨水などの良質な雨水を雑用水貯留槽に貯留し、便器洗浄等に使胴するための施設をいう。
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第2章計　 画一
肝‘

　　　　・一
　1．計画規模

　　抑制施設の計画規模は、敷地については、敷地面積当り、神田川流域で600㎡漁a、目黒川流域では500㎡んa、道路について

　　は、構造上290㎡ノhaの雨水流出抑制を行なうものとする。また、敷地から公共下水道への放流量にっいては、敷地面積当り、神

　田川流域で0．024㎡／s・ha、目黒川流域ではo．033㎡ノs・haとする。

　2．設置区域及び施設の選定

　　区内全域を対象とする。また、施設の選定にあたっては設置場所の地形、地質、土地利用等の諸条件より郭断して、 適地に設置

　するものとする。

　　浸透及ぴ貯留施設による流出抑制を交裸的に行うには、適地の選定が重要であり、選定にあたっては次の諸事項を考慮する。

　（1）漫透可能地盤においては、貯留・浸透施設、浸透不適地盤においては貯留施設を中心に設置する。

　（21浸透施設は，浸透性の良い地盤（関東ローム等）に設置する。ただし、地下水汚染が懸念させる場合は、これを避けるものとす

　　る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肩憾h
　（3）学校、公園のように小児が利用する場所に貯留施設を設置する場含、安全水深に留意し、浸透施設を設置するなどで、湛水時悶

　　をできるだけ短くする。

　㈲造成地のように切土・盛土を含む場合、浸透施設設置に伴う地盤の変形に十分臆する。

　㈲再利用施設の計画にあたっては、原則として、r都立施設に水資源の有効利馬を図る設備等に関する指針」（平成元年5月、東

　　京都財務局）に準拠する。
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3．担噛1坊澱総翻

　　抑制施設

置場所

浸　　透

レンチ

浸　　　～　透　　　　桝 道　路

透桝

浸透側溝

1序型》

透水性

　　装
貯留 再利用

S－1型 S－H型 S一皿型 S－IV型 S－V型 S一珊型

公　　　　　園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校建設・改築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グランド・運動場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般区立施設 ○ ○ ○ ○ ○

区　　　　　道 ○ ○ ○
私　　　　　道 ○ ○ ○

歩行者専用道 ○ ○ ○

段差付歩道 ○ ○
駐　　車　　場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※　抑制施設の選択は、敷地の利用状況、地下水位、地形、地質を考慮し、出釆る限り大きい効果の期待できるものを採用する。
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第3童設　　　　　　計
　1．浸透施設の設計

　　　浸透施設の設計にあたっては、流出雨水を少なくするため、芝・植栽地・透水性舗装等流出係数の小さし、ものをできるだけ多

　　　く採用し自然浸透に心がけるとともに、下記事項を配慮すること。

　　（1）基本調査

　　　設計にあたっては、その場所の地質、地下水位を調査する。（地下水位と浸透施設の根伐底との垂直距離は1，0m以上必要）

　　調査できない場合は付近の状況等から推察し、出来るだけその地質に適した構造規模とする。

　　　なお、土の浸透能力斌浸透施設規模に大きく影響するので、出来るだけ調査のなかに浸透能力測定を含める。

　　（2）現地調査

　　　調査にあたっては、地形（急斜面、よう壁等）、地盤（埋戻地盤等）、建物と隣地境界との離隔距離などを十分調査し、安全

　　性を配慮する。

　　（3）浸透施設の一般構造

　　　浸透施設の構造は、浸透機能が効果的に発揮できる構造・形態とする。また、浸透機能を長期的に維持するため土砂等の流入

　　による目詰まり及ぴ堆積に対して十分考慮する。

　　①浸透施設内に有効な水頭力得られる構造とする。

　　②施設内の主材料

　　　　　敷　　砂一一一一浸透底面には、フィルター層として、遮断用砂を敷きならす。

　　　　　砕 石一一一浸透施設内には、浸透面の保護と貯留量をできるだけ多く確保するため充填材として単粒度砕石を使

　　　　　　　　　　　　　用する。

　　　　　透水シートー一一一現地盤と砕石の間にポリエステル等で引張りの強度、腐食等の面で長期間使用に耐え、水を良く通し

　　　　　　　　　　　　　砂と同等以上の透水係数（0．01㎝／s㏄以上）を有するものを使用する。

　　③浸透施設に設ける泥だめの深さは15㎝以上とする。

　　④浸透施設に土砂等の流入を防ぐため充填材回りに透水シートを設ける。

　　⑤　目詰まり防止のゴミ除去フィルターは取外しできるものとする。
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2．貯留施設の設計

　α）基本調査

　　設計にあたっては、過去の最大降雨量、連続降雨量等を調査する。また、施設管理者等関係者と十分協議し、安全、衛生面に

　配慮する。

　12）現地調査

　　地形（がけ・急斜面等）、地盤（土の耐力等）など十分に調査し、安全に配慮する。

　⑥公園貯留・校庭貯留

　　貯留面積範囲は、貯留堤・段差などにより周囲を囲う。

　　貯留水が、敷地内の他の施設（建物等）に影響を及ぼさないよう十分に配慮した設計とする。

　（4）屋上貯留

　　建物屋上が陸屋根の場合、ルーフドレン入ロに堰などを設け、規定貯留量を確保するとともに、放流量を調節する。

　　屋上貯留は、将来的に防水劣化促進の恐れがあるため、採用にあたっては十分調査検討を行うこと。

　（5）地下貯留

　　地盤面や建物の下部に貯留槽を建設し必要量を貯留する。また、地下建築物等の場合は、床下二重ピット内（湧水槽）を利用

　　することもできる。建物下部、二重ピット内貯留の場合は床上浸水など起こさないよう、過去の最大降雨量を参考にして流入量

　指1脚、排水ポンプ容量等十分配慮する。なお、貯留槽は、降雨のないときは空の状態にしておく必要がある。

3．再利用施設の設計

　（1）基本調査

　　設計にあたっては、過去の実績も含め雑用水使用水量・年間降雨量・時間最汰降雨量等の調査を行う。

　（21雑用水貯留槽を建物下部に設ける場合、上の部屋の湿気を防止するため、常時通風のある場所など換気に配慮する。また、い

　　かなる場合でも床上浸水を起こさぬよう、雨水の流入流出に配慮する。

　（3）集水は、良質な雨水である屋上降雨水を原則とする。

　㈲沈砂槽・濾過槽は、清掃及び貯留槽満水の場合に自然排水しやすくする等のために建物外に設けるように配慮する。

　（5）各謄容積等は、「都立施設水資源の有効利用を図る設備等に関する指針」（東京都財務局）に準拠する。
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4。処理雨水量の算定

　（1）抑制雨水量

　　浸透・貯留により抑制する雨水量は、敷地面積あたり神田川水系では600㎡／ha（6㎞伽の降雨量）、

　の降雨量）とする。

　〔2）土地利用形態別浸透能力

目黒川水系では500㎡／ha（50mゆ

良　　好

畑　　　地 130㎜晩　（130繭’）　　　　　　　）

不良

裸　　地 2m》h　（　　　1繭・》　　　8m鴫出）

林　　地 60㎜ゾh（60㎜／h～　　　　） グランド 6皿ぬ　（　　　2πロゆ【》　　101帥）

芝　　地 50rmゾh　（　50m面v　　　　　　　） 造成地 10㎜痂　（　　　2㎝面【》　　50㎝鴫！h）

植　　栽 50㎜ゾh（　14mぬ～100㎜ソh）

草　　地 20n繭　（　18醒口ぬ～　　23旧ル砺）

　　　（参　考》　流出係数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緑地・芝・樹木の多い公園　　0．3ヤ・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水性舗装 6、8昏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k．ノ
（3）公共下水道等への放流水量

　敷地からの雨水放流水量は、敷地面積あたり、神田川水系では0．024㎡／s／ha〔8，7㎜ゾhの降雨量｝、目劉ll水系では0．033㎡／s／ha

　（12面西の降雨量）とする。

＠公共下水道への放流

　放流管・浸透トレンチ・浸透桝等の設置にあたっては、下水道法・都条例の定めを遵守するものとする。

〔5）目詰まりを考慮した空隙率（％）

舗装道路・屋根等 0．9、 纐
ダ　ス　ト　舗　装 0．6 透

間　　地　　等 0．4

砂 25 透水性アスファルト 10

クラシャーラン砕石 10
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5．浸透施設のタイプと構造

浸透施設

集水拡水～

羅i
構造図1

構造図1

2．浸透桝 浸透桝（S－1型・禰管桝）

浸透桝（S－H型）

構造図2

構造図3

3．道路浸透桝

4．～鱒1購（U字型）

構造図4

浸透桝（S－III型・中継桝）　　　　　　　　　　構造図5

浸透桝（S－IV型・地表面集水こ連桝）　　　　　　構造図6

浸透桝（S－V型・地表面側溝集水二連桝）一構造図7

浸透桝（S－VI型・道路雨水桝）　　　　　　　　構造図8

構造図9

区道（車道）

構造図m

拡水法一一透水性舗 私道

造図11

構造図H

歩道・公共溝渠敷・自転車道等一一一一一一一構造図11

’車場等一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構造図11

？
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1

6。標準的な浸透処理能力（貯留を含む）

浸　透　施　設 形　　　状 単位
時間当り処理能力（㎡／h） 単位当り処理面積

流出係数1．O
レ20跡らオールフロー1

備　　　　　考
GL±0からオー1←7ロー GL－200か材一痴フロー

浸透トレンチ

1　　　型 m 0．81㎡／h／m 0．70㎡／h／m 11。7㎡／m 注1

H　　　型 m 0．29㎡／h／m 0．20㎡／h／m 3，呂㎡／m

f皿　　　型 m Q．66㎡〆h／m 0．66㎡／h／m 11、0㎡／m 道路用

浸　　透　　桝

S－1型桶管桝 個 0。46㎡／h／コ 0．32㎡／h／コ 5。3㎡／コ

S－H型 個 o。51㎡／h／コ 0．40㎡／h／コ 6．7㎡／コ

S一皿1型中継桝 個 1．33㎡／h／コ 1．13㎡／h／コ 18．8㎡／コ 注1

S－IV型二連桝 個 2。15㎡／h／コ 1。82㎡／h／コ 30．3㎡／コ

S－V型二連桝 個 2，54㎡／h／コ 2．22㎡／h／コ 37。0㎡／コ

S－VI型雨水桝 個 0．70㎡／h／コ 0．70㎡／h／コ 11．7㎡／コ 道路用

道路浸透桝 m 1。80㎡／h／鵬 1．80㎡／h／m 30．0㎡／m 道路用

浸　透　側　溝 u　字：溝 m 0．11㎡／h〆m 0．08㎡／h／m 1。3㎡／m

透水性舗装 車　　　道 ㎡ 0．03㎡／㎡ 0．03㎡／㎡ 0．5㎡／㎡ 貯留量

透水性舗装・平板 歩　　　道 ㎡ 0．02㎡／㎡ 0．02㎡／㎡ 0．3㎡／㎡ 貯留量

《浸透量の貯留量換算》　　貯留量（㎡）＝浸透量（㎡／h）×1（h）
（注1一一桝管低900Hで能力決定）

10

WATANABE-MANAMI
長方形

WATANABE-MANAMI
長方形



7、放流管（オーバーフロー管）と放流量の関係

　　　　　　　　　　　トラッブ桝
　　　　　　　GL

自然放流の場合

　　　　汚水桝

1
　1

℃

H・
∪

．．

一宅11

、｝ 口

｝『

d
汐

Q 　一
冒

2，甲臼；＼

♂甲㌔3申

／／／ ∠

＼　　1

（1）放流管丸型の場合

（2）放流管矩型の場合

　　　　　　　　　　　嘔／、

　　　放流管（オーバーフロー管）

　　　冗d2　　　　　　d
Q＝：C×　　　　29（H一一）
　　　4　　　　　　　2

　　　　　　　　　　D
Q＝CXBXD　2g（H一一）
　　　　　　　　　　2

1

Q：友糖（㎡／s）

C：流量係数＝0．6

9二重量力口簸＝9．8　m／s2

H＝放流管に作用する水頭　（m）

　（放流管）

　　煙　　⑦d（m）

　　鯉　□ID（m）
　　　　　　　　　　　　　　B（m）

”
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8．設計の手順

繍鰍騨定
　神田川水系　　　　　　　A㎡Q　o㎡＝600㎡／h　a×10．000 　目黒川水A悉Q　o㎡＝500㎡／ha×

　　　　　　10．000

翻（羅）顯定 浸透不適地盤
Q・㎡＝土地利用形態別貯留量

耐醐用

浸透可能地盤
Q1㎡需土地利用形態別貯留量

Q2㎡＝ 『

Q3㎡篇　水　　’　x　O。4

楓榴聾定 雨水貯留量Q＝Q。r（Q　i＋Q2＋Q3）

鷹簸 　　神田川水系　　　　　　　A㎡Q　㎡／s＝0・024㎡／ha。s×10．000

　　目　
黒　　川　　水　　系　　　　　　　A　㎡Q㎡／s躍砿033㎡侮s×10。000

下撤溝・

瀟ポンプ算定

自然放流（オーバーフロー管）

　　　　　　　　d2　　　　d円形放流管　　Q㎡／s＝C× 4　　29（H一百）

矩型放流管　　Q㎡／s＝C　B　D　2g（H一互）

ポンプによる放流

12
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，r 丁　　舶

①設計浸透（貯留）量算定手順

（イ）土地利用形態別貯留量算定

　土地利用形態
a　L㎡：不透水面積（屋根・コンクリート等）

a、㎡；裸　地　面　積

a3㎡1グランド面積

a、㎡：芝・植栽面積

a、㎡：透水性アスコン・インターロッキング等

　　　　（車　 道）

a・㎡：淋性ア怨ン’イ誹一ロツキング等

q。㎡二a、㎡X

（1。㎡＝a、㎡×

計A（㎡）＝a、＋a、＋a、＋…・＋a、

庁　　　　　留　　　　　量

不適地盤 浸透可能地盤

al㎡×0 q、㎡＝a、㎡xO

a、㎡×0 　　　　　　　2㎜、㎡＝a、㎡×

　　　　　1。000

a、㎡xO

　　　　　　　6㎜q、㎡＝a、㎡×　　　　　　1，000

a4㎡×0 　　　　　　50㎜、㎡＝a4㎡×
　　　　　1，000

　　　30㎜
5㎡X
　　1，000

　　　　　　30㎜5㎡＝a、㎡X

　　　　　l，000

　　　20㎜
、㎡×

　　1，000

　　　　　　20㎜、㎡＝a。㎡X

　　　　　1，000

弛1（㎡）＝q、十q、十q。十・…　　十q、
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4
』’

設 言十 伊1 ■

594㎡
　　　　　　　　　　594㎡
600㎡／ha　X
　　　　　　　　　10，000

　　　　　　　　　　594㎡

（神田川流域）

敷地面積

抑制雨水量

放流量 0．024㎡／ha・s　x
　　　　　　　　　　　10，000

＝35．64㎡　≒36㎡

＝0．0014256㎡／s

隣地

道路

序
渉9

”

、

負
ヤ㎡

35

P、 o 牝〉仁〉ごへつ フ
土一66㎡

G
骸
睾

←階段 10〃♂一

S一皿

う㎡

S一皿
S－1

S－HI

／

溜桝

溜桝

．醐駕㎡

昏．

；7．5㎡

レ

屋根　297㎡

S－1

働撃
S－1

2唾㎡
（〉4

自転車

置嚇 解零

G麟ガ

　　　　　　了
　　　　　！＼、透水性　3ン外助キ渉力ク
ノ　　　　慨

隣地

最終桝

S－V 　S－V

道路

公設桝
トラ頭桝
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121浸透設備浸透量
　敷地地盤高がほぼ平坦なので、オーバーフロー管水位は、GL一一200からとする。
イ1浸透トレンチ
ロ）浸透桝

1型

S－1　（樋管用）

S一皿（中継用）

S－V（地表面側溝集水用）

38m　X　O．70㎡／h・m＝
3個　　×　0。32㎡／h・コ＝

3個　x　1．13㎡／h・コ冨

2個　x　2．22㎡／hつ＝

26。6　㎡／h

o．96㎡／h

3．39㎡／h
4．44㎡／h

　　　計
〔3）判　定

　計画抑制雨水量　　　　　36㎡
　設計抑制雨水量　　　6．892㎡　＋

　　　　　　　　　　　42
　達成率　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　36
｛4）オーバーフロー管径

　放流量　　　0．oo14256㎡／s
　　　　　　　　　　　　π・0．042
　40　では、Q＝0．6〆
　　　　　　　　　　　　　4
　．’．40VPとする。

35．39㎡＝42．282≒42㎡
100

35．39　㎡／h

＝　117％（雨水貯留槽は不要となる。）

　　　　　　　0．04
2×9．8（0．2－　　　1　＝冨
　　　　　　　2

o．oo1415㎡／s

〆朔

　　　　　　ヤ
。

し　κo 誤P酬咲2一摩）
　　　　　　　　　　　　　　　．う 轟ブ！つ7／〆り

。
9D岬！％〆〆」狸
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　　　　　　　　　　　　 一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”一・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一剛

3．雨水流出抑制施設（その2　浸透不適地盤のため貯留による場合）　　　　　　　　　　　
1

（D土地利用形態別貯留量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　前記より透水性アスコン・インターロッキングのみ2．66㎡とし・桝・管内貯留は除く。
（2）屋上貯留

　　将来的に漏水を考慮して屋上貯留は行なわない。
（3）必要貯留量算定　Q

　　Q（㎡）＝計画抑制雨水量一土地利用形態別貯留量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　＝36．0－2．66＝33．34㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ド
　　上記必要貯留量により
　　雨水貯留槽を3。O　mx3。O　mx319mH＝35．1㎡≒35㎡と設定する。
（4）下水放流管・放流ポンプ算定

　　（イ）放流管（オーバーフロー管）の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　　　貯留槽は、 降雨のないときは空にしておき、 必要貯留量を確保しておく必要がある。このため
　　　放流管は、槽の底付近に設けることとなり、貯留槽と下水道本管との位置関係によっては放流管
　　　（オーバーフロー管）の場合も可能となるが、本例では貯留槽が深い位置（GLr3。15旧1となるため

　　　下水道本管への取付けが不可能となるので、排水ポンプによる放流とする。

　　（ロ1排水ホンプによる場合
　　　　0．0014256㎡〆s×1000珍／㎡x60s／min≒85¢／min
　　　　ポンプ仕様　　100¢／miox6nxO．4kw　x2台（自動交互）
　　　　　なお、弁により流量を調整する。

4．東京都下水道局に提出する書類等
　　事前協議申請書、排水設備（新設、増設、改築）計画届出書等、都下水道局に申請する書類の計算
　書は、前記1。の浸透貯留を考慮しない管径、流量及び放流管（オーバーフロー管）の径のみ絞った
　管径となる。
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　設　　 言十　　 ｛列　　　2

（道路を対薯とする設計）

　条　　　件　　　面積”0㎡（舗装面積390㎡、L型面積110㎡）
　道路対策量　　　290㎡／hす
　計画抑制雨水量　面積’『500㎡＝0．05haより

　　　　　　　290㎡／ha　xO．05ha冨14．5㎡

　舗装面積　390㎡を透水性舗装（車道）で対応する。
　すなわち、時間当り処理能力390㎡×0．03㎡／ゆ＝U．7㎡
　　　　　14．5㎡　一　11．7㎡　＝　2．8㎡

　不足分2．8㎡を浸透トレンチ（m型）及び浸透桝（S－VI型雨水桝）で対応
する。

　浸透トレンチ（ln型）　　　2mXO．66㎡／h／皿＝1．32㎡≒　L3㎡

　浸透桝（S－V1型雨水桝）3個xO．70㎡／h／コ＝2・1㎡

判定

　計画抑制雨水量
　設計抑制雨水量

　達　成　率

14．　5㎡
11．7㎡＋　1．3㎡＋2．1㎡＝15．1㎡

　15．1
　　　　　×　　100　　＝　 104％14。5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 』憐

第4章施　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 ッ
・　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆて　
　1．浸透施設の施工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　禽梶

　　　浸透施設の施工にあたっては、次のことに留意しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．』 曽姫．

　　（11掘　　削

　　①掘削にあたっては、自然の地山状態を出来るだけ保護する。よって、余掘りは、行わないものとする。

　　②浸透施設の掘削は原則として人力施工（可能な場所は機械）とする。

　　③ショペル等で掘削する場合、側面を剥ぐように掘り、掘削面が平滑にならないように仕上げる。

　　　④床付面は、足で踏み固めないようにし、掘削完了後直ちにしゃ断層用砂を敷く。また、掘削した部分は、原則としてその日のう

　　〔2）転　　圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇　　　①床付面は締め固めを行わず、直ちにしゃ断層用砂を敷ならす。

　　　②敷き砂は、足で締め固めを行い、タンパ等の機械転圧を行わない。

　　　③砕石層は必要に応じて目潰し材料を充填し、砕石の浸透能力を損なわないように施工する。

　　⑥埋　　戻
　　　螺に朔する土は頗土とし、賑にあたってはゴミ・土鵬1力粥層糀の内部には入りこまないよう腫に行う。／／
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1
第5章浸透施設（集亦拡水法）構造等の基準

　本基準は、浸透施設（集水拡水法）に関する構造等σ＞一般的な基準を示すものである。

　1．
　　浸透トレンチ・浸透桝及び公設桝の関係は下図による。

『曜

　　　浸透桝　　浸透桝

　　　（S－1型）（S一皿型等）

浸透桝

最終

トラップ桝公設桝

　　　　　　汚水桝G．L．
1

愚寓1　　　4怯，　　　　　　　　刊　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　1

一
－一

　　　引噂一　一一　一　　　引　　　　　　，　　　　　“　　　　　　　　国1

理

h＝ドロ溜　 150肚H：管底迄の桝の深さ

　　桝出入口管に段差を設ける　　　順勾配
一』一一 　　一一一一一一ワド」一一一＿》
　　　　　　　漫透トレンチ　　　　　　　　ー般管

・桝出入口管に段差を設ける。

・浸透管は下水道法・都条例に定める管径（浸透しないとした場合の管径）、及び順勾配（桝と桝の間）とする。

・桝間隔は下水道法・都菊列に定める管径の120倍以内とする。

・トラッブ桝は汚水系統からの防臭を目的とし浸透しない構造とする。

・H3は逆流防止のためできるかぎり多く取るようにする．
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計

2．浸透トレンチ

　〔11構　造
　　浸透トレンチは、桝と組合せて設置し、構造は下記による。

　①浸透トレンチ（1型）

　　　幅W讐60伽m～780ml、高さH＝700㎜、管径需15㎞以上とする。

　②浸透トレンチ（H型）

　　　幅W＝40α瓜高さH＝500鳳管径＝100㎜以上とする。

　③浸透トレンチ（m型）

　　　幅W＝450鳳高さH＝65α肌管径＝15㎞以上とする。

　浸透管には、管内に流入した土砂を、ドロ溜部に流すため、所定の勾配を設ける。

　（2｝使用材料

　①浸透管
　　　有孔硬質塩化ビニール管（V　U　J　I　S　K6741）　有効卵形管（V　U　J　I　S　K6741に準じる）

　　　ボラコン管　　　　　　　　　　　　　　　　　　孔あきコンクリート

　　　その他

　131設計施工

　①管渠の土被り厚は、原則として30㎝以上確保し、管上10㎝以上砕石で巻込むものとする。

　②管敷設にあたっては、所定の勾配を付けて、継目部分はしっかりと接続し、沈下等をしないようにする。

3．浸透桝
　ω構造
　①浸透桝の構造は、底面及ぴ側面から雨水を砕石へ浸透できるものとし、桝蓋は集水規模等に応じて流入効果の高い蓋を使用する。

　②浸透桝は設置箇所の土地利用形態や集水規模等を考慮して設置し、構造は下記による。

　　　㈹S－1型桝　屋上降雨水を受ける桝（枳管桝及び宅地内中間桝）

　　　（B）S－H型桝　公園など流出係数の少ない場所に設ける桝。　（地表面排水、取込み用等）

　　　（C）S一皿型桝禰管桝、二連桝等の中間に設ける桝。（地表面排水は取込まない）

　　　⑩l　S一【V型桝　地表面集水取込み用桝（地表面集水二連桝）

　　　（E）S－V型桝　地表面及び側購の集水取込み用桝（地表面側溝集水二連桝）

　　　〔F｝S－VI型桝　道路のL型側溝より集水した雨水を取込む桝（道路雨水桝）

22
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（21使用部材

①浸透底塊
　　　中央部分に孔を有するもの等（コンクリート製）、（樋管桝は・着脱可能な浸透底板を有するもの）

②浸透側塊
　　　側面より浸透させるもので、ボラコン側塊、孔あきコンクリート側塊等

③側塊
　　　コンクリートニ次製品（都・C　D型相当品）

④蓋
　　　積載加重に耐えられるもので、鋳鉄、コン．クリート製品等

⑤付属品
　　　ゴミ除去フィルターセット、管ロフィルターセット、底塊フィルターセット（着脱、清掃可能で長期使用に耐えられるもの）

　⑥設計・施工
　　①浸透底面、浸透トレンチの流出口には取外し可能なフィルターをとりっける。

　　②桝敷設にあたっては・底塊下部の砕石を十分転圧して桝基礎とする。

4．浸透側溝（U字型）

　11）構造等

　　　浸透側溝（U字型）は、桝と組合せて設置し、内幅240用を標準とする・

　（2）使用部材

　　①浸透側溝
　　　　浸透ポラコン側溝、孔あき側溝等

　　②蓋
　　　　積載加重に耐えられるもので、コンクリート製、グレーチング（防錆処理済みのもの）等

　（31設計・施工

　　①浸透側溝の直線部の長さは、標準は25mとし、最大でも30mとする。30mを越える場合には必ず桝を設ける。

23
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第6章浸透施設（拡水法）構造等の基準

　1．一般事項

　　本基準は、浸透施設（拡水法、透水性舗装）に関する一般的な基準を示すものである。

　2．設置基準

　　透水性舗装の設置基準は、下記のとおりとする。

　　　　　　　　道路等区分　　　設　　置　　基

　　　　　　　　区　　　　　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　高級化指定以外の路線網図による。
　　　　　　　　　　（車　　道）

　　　　　　　　私道私道助成対象となる道路。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L段差付歩道については、切下げ部を除いた歩道
　　　　　　　歩道・自転車道等
　　　　　　　　　　　　　　　　　2。公共溝渠敷、自転車道等

　　　　　　　　駐車場等1．軽車両の駐車場及び構内舗装

準 適　　用　　除　　外

構造上、安全上支障がある道路

同　　　　　上

いた歩道
同　　　　　上

大型車両が出入りする駐車場等

24
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幽

3．設計

　lD構造
　　透水性舗装は、路床上にフィルター層、路盤及ぴ表層の順に構成する・

　　ブライムコートの接着層は設けない。

　①区道（車道）の標準舗装構成は、構造図一11に示すとおりで、路面の横断勾配は・2％を標準とする・

　②私道その他の標準舗装構成は、構造図一11に示すとおりで．路面の横断勾配は、2％を標準とする。

　③歩道・自転車　　　、．’　　　は、構造図一11に示すとおりで、路面の横断勾配は、2％を標準とする。

　④駐　　　　　、一　　　　は、構造図一11に示すとおりとする。

　12）舗装材料

　①舗装材料は、各構造図による。

②設計密度は、下記のとおりとする。

混　合　物　区　分 車道 歩道部 単位 摘　　　　　　要

アスファルト混合物（開粒1号） 2．36 一　一　一 t／㎡ ゴム入り

アスファルト混合物（開粒2号）
『一 2．30 t／㎡

クラッシャラン砕石 1．35 1．22 ㎡／㎡

し　　ゃ　断　　層　　砂 1．26 1．26 ㎡／㎡

25
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4．施工
　透水性舗装の施工にっいては、舗装構造の透水機能を妨げないように、次の要点を配慮し施工する。　　　　　　　　　　　　　　　　【

　透水性舗装施工の流れ、その要点

　［施工手順］

工種 路　　　　　床 フ　ィ　ル　タ　ー層 路　　　　　　盤 表　　　　　　層

使用 （整正）人力又はノj、型ブルドー （敷ならし）人力又は小型ブル （敷ならし）人力又は小型ブル （敷ならし）人力又は小型アス

鰍 ザー ドーザー ドーザー ファルトフィニッシャー

（転圧〕振動コンパクター又は （転圧〕小型ブルドーザー、ノ1、型 （転圧）振動コンパクター又は小 （転圧）小型ローラー又は小型タ

ノ1、型ローラー ローラー又は振動コンパクター 型ロー・ラ イヤローラ

L　路床土は極力乱さないこ 1．均等な厚さに仕上げること。 L　人力による敷ならしの場合、 1．プラント混合の場合、骨材の
と。 特に材料分離に注意する。 加熱に注意すること。

2．降雨の際の排水を考慮する 2．路床土を乱さないように注意 2．最適含水比付近で転圧するこ 2．運搬、施工時の温度低下に特
こと。 すること。 と。 に注意すること．

3．プライムコートは、行わない 3．密度の確保に留意すること。
こと。 4．　ジョイント部は、入念に仕上

げること。

5．機械による敷ならしの場合、

原則として人力による修正はし

ないこと。

6。タイヤローラーヘの付着防止

策を考慮すること。

7．構造物は、完全に付着するよ

うに注意すること。
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　　第7章民間施設に対する協力要請

　　　　1．協力要請の基本的考え方

　　　　　民間施設に対する雨水流出抑制の協力要請にっいては、基本的には区が採用する抑制施設の基準等に準じて進めていくが、下記の留意点

　　　　に配慮する。また、基準等によりがたいときは必要に応じて関係者と協議し、事業主や区民に対し、理解と協力力鵯られるよう努めるとと

　　　　もに適切な指導助言を行うこととする。

　　　　①協力要請の留意点

　　　　　　　抑制対策は、抑詣1施設を数多く設置するほどその効果は高いが、一方、それに伴って費用も増加する。そこで、抑制効果と経費との

　　　　　　バランスを配慮し、協力要請を行うものとする。

　　　　　①施工性がよい抑制施設を採用すること。

　　　　　　　民間施設での抑制施設の実施は、その多くは一般の建築会社が施工するものであり、抑制施設に係る高度な知識及び技術をもちあわ

　　　　　　せていない場合がある。そこで、区は適切な指導．助君を行うとともに、施工性がタく、また維持管理が容易な抑制施設を設置するよ

　　　　　　う協力要請を行うものとする。

　　　　　〈ii）安全性が高い抑制施設を採用すること。

　　　　　　　抑制施設の設置にあたっては、雨水浸透による地下水への影響他の構造物への影響等に考慮する必要がある。また，抑制施設の設置
1
　　　　　　によって、民間施設がもっている本来の機能や供用性、安全性に支障を与えてはならない、そこで、協力にあたっては、民間施設の立

　　　　　　地条件に合った抑制施設の選択、配置等に十分配慮するものとする。

　　　　2．協力要請の方法

　　　　　施設の新設、改修、建物の新築、改築等各行為の事前協議、事前相談及び申請、届出時に協力要請を行う。

ミ
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3．協力要請の基準

（11開発行為（都市計画法　第29、30、32条）
f

対象施設 協　　　力　　　要　　　　請　　　基　　　準 抑制施設

道路の整備に際し、次の各号に該当するものを対象に協力要請を行う．

道　　路 （1）舗装面積が100㎡以上あるもの。 透水性舗装
（2）道路形態が一路線であるもの（非常用通路、転回広場等含む）。
⑥既存区道を拡幅（セットバック）し、既存区道と一体で舗装するもの（段差は歩道設置を含む）。

浸透トレンチ

整備される全ての公園を対象に敷地面積1ha当り600㎡（神田川流域）または、500㎡（目黒川流域） 浸　透　桝

公　　園 浸透側溝
の対策量に対する抑制施設の設置について協力要請を行う。 透水性舗装

公園貯．留

馬主煎易 浸透トレンチ

浸　透　桝

及ぴ 駐車場、広場等の整備に際し、舗装面積100㎡以上を対象に協力要請を行う。 浸透側溝
透水性舗装

広鵬 駐車場貯留

緑　　地 協力要請は行わない。

12〕ミニ開発行為（杉並区分譲宅地の細分化に関する指導要綱）及ぴ道路位置指定1建築基準法第42条1項5号）

対象施設

道　 路

協 力 要 請

道路整備に際し、舗装面積が100㎡以上あるものを対象に協力要請を行う。

基　　　　準 抑制施設

駆請を行う。 透水性舗装
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（31建築確認（建築基準法第6条） ！

対象施設 協　　　力　　　要　　　　請　　　基　　　準 抑制施設

①敷地面積

，000㎡以上

敷地面積1．000㎡当り50㎡1神田川流域）または50㎡（目黒川流域）の対策量に対する抑制施設の設置

ついて協力要請を行う。また、申請時に計画書の提出及ぴ完了時に完了届書の提出を求める。（窓口

応）

浸透トレンチ

　透　桝
透側溝
水性舗装
　留　槽

②敷地面積

00㎡以上

，000㎡未満

浸透トレンチ

　透　桝
透側溝
水性舗装
　留　槽

建築面積100㎡当り6㎡（神田川流域）または5㎡（目黒川流域）の対策量に対する抑制施設の設置に

いて協力要請を行う。なお、建築面積を除く敷地についても①の基準に沿った協力要請を行う。また

請時に計画書の提出を求める。（窓口対応）

ξ

14）燗模自醐（鯨翻麟齢彬腿自韓駐鞭瞬1撒関する即雌針）

　対象施設　　　　　　協　　 力　　 要　　請
　大規模自動車駐車場設置の届出時に、舗装面積が100㎡以上あるものを対象に協力要請を行う。

　駐車場

基 準 抑制施設

り要請を行う。 （窓口対応） 透水性舗装
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4．協力要請の事務手順

①開発行為時
｝

事
開

『

業 計 協同 発 着 虐兀

」

議 許
主 申 可

事 画 総 、申 工 了 護

等 請

建
築 繭剛 虐兀

部
了

指 開発許可 区
導 相 事 に検
課

』目rI

帰一属査

協

する

上 談 ＊協力要請 も

木
区道一一管理課占用係、計画縄課と協議
園一一公園課建設係、計画調整課と協議

議
同 意 計画書

の

私道、広場、建物等一一計画調整課で協力要請 協 議 の受理
部 ＊　パンフレット、お願い文、抑制施設の標準

構造図、計画書を配布
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（2）ミニ開発行為及び道路位置指定申請時

事　業　主　等

計画 ミニ開発行為及び

路位置指定申請
着工

建築部　指導課

事前相談

ミニ開発行為及び
路位置指定申請

土木部　計画調整課

　＊　協力要請バンフレット、お願い文、

制施設の標準構造図、
画書を配布。

申請書に要請印を押す。

画書の受理。

31
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｛31建築確認申請時

事

業 計 確 着 虐兀

主

認申
「　［

画 請
卜 工 了

等 i

建
築
部 事 受確 建

晶剛相

認 築
建築

談
　申
請

確認

課 1

土
木部

＊協 力　要 請 ＊協　力　要　請 計 完了届書の受理
パンフレット、 お願い パンフレット、お願い文、抑制施 画 （敷地面積

計 文、 抑制施設の標準構 設の標準構造図、計画書を配布。 書 1，000㎡以上）

画 造図、 計画書を配布。 申請書に要請印を押す。 の
調整 受理 現地確認

課
計画書、完了届（敷地面積1，000㎡以
上のもの。）申請書に要請印を押す。
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き

（41大規模自動車駐戴易設置届出時
口

コ 100㎡珍　のもの

事　業　主　等

計画 指定作業場
置届出書
請

着　工

事前相談

指定作業場
置届出書
理

土木部　計画調整課

＊雨水流出抑制の協力要請パンフレット、お願い文

準構造図を配布。

申請書に要請印を押す。

画書の受理。
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第8章管　　　　　理

　1．維持管理

　　（1）施設の管理は、原則として各施設の管理者が維持管理を行うものとする。

　　（2）浸透・貯留施設は、流出抑制機能を保持するために清掃、土砂除去等の維持管理をするものとする。

　　（3）浸透・貯留施設は、目詰まり等で機能が低下した場合、すみやかに洗浄等で機能の回復をはかるものとする。

　2．安全管理
　　　貯留施設の安全管理は、原則として流出抑制施設であることの周知（注意看板等）、巡視及び避難の容易さ（避難経路等）、利

　　用者の接近に対する安全性（侵入防止策等）、ならびに本来の土地利用上の機能について留意し、検討するものとする。

第9章　報　　　　　　告

　　　雨水流出抑制施設の設置を実施した課は、その状況を毎年度ごとに、雨水流出抑制施設実施状況報告書により、土木部計画調整

　　課に報告を行うものとする。

第10章連絡調整
　　　抑制施設の設置状況を把握するために、下記の連絡調整機関を設置する。

　1．連絡調整機関
　　　①地域振興室地域振興課　　　　　　　　　　⑦土木部交通対策課

　　　②厚生部管理課　　　　　　　　　　　　　　⑧土木部工事課

　　　③児童部児童課　　　　　　　　　　　　　　⑨土木部公園課

　　“④都市環境部まちづくり計画課　　　　　　　！⑩建築部指導課
　　レ⑤都市環境部環境保全課　　　　　　　　　　ψ⑪建築部建築課

　　v⑥土木部計画調整課　　　　　　　　　　　　　⑫建築部営繕課

　2．事務局

　　　事務局を土木部計画調整課に置く。

　　　事務局は、各連絡調整及び連絡会議を必要に応じ開催するものとする。

⑬学校教育部施設課

⑭社会教育部社会体育課
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構造図2
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透　水　性　舗　装
構造図11

透水性舗装（車道用） 私道透水性舗装 透水性舗装（歩道用）
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※　駐車場等については、上記から設計者が選定すること。
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構造図13

（S－IV，S－V型用）

管ロフィルターセット
（S－1，S一皿～S－V型用）

ゴミ除去フィルターセット（S－W，S－V型用）
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○杉並区雨水流出抑制対策推進要綱
（目的）

第1　この要綱は、水害の軽減及び防止を図るとともに、地下水のかん養及び雨水の再利用による水資源対策、地盤沈下の防止並びに

　緑勢の回復等に寄与するため、杉並区が設置し、又は管理する道路、公園、学校その他の施設（以下r公共施設1という。）、区以

　外の公共施設、公益的施設及び民間施設における雨水流出抑制対策（以下r掴制対策」という。）の推進に関し必要な事項を定め、

　もって安全で潤いのあるまちづくりを目指すことを目的とする。

（抑制対策の実施方針）

第2　公共施設を新たに設置し、又は大規模な改修をする場合は、抑制対策を可能な限り実施するものとする。

2既存の公共施設のうち、当該施設に降った雨水が、当該施設の敷地外にあふれ出ているものは、抑制対策を可能な限り優先的に実

　施するものとする。

3前2項以外の公共施設についても、抑制対策を可能な限り実施するものとする。
（抑制対策の技術指針）

第3　第2の公共施設の抑制対策の実施については、区長が別に定めるr杉並区雨水流出抑制施設技術指針」によるものとする。
（抑制対策の推進）

第4　各公共施設の主管部長（以下r主管部長」という。）は、第3の規定に基づき、必要な抑制対策を実施するものとする。

2土木部長は、主管部長が実施する抑制対策に関し、必要な助言又は技術的援助を行なうことができる。

3土木部長は、抑制対策の推進を図るため、主管部長及び国、東京都、区市町村等との連絡、調整に当たるものとする。

（実施計画書の提出）

第5　主管部長は、公共施設について抑制対策をする場合は、あらかじめ雨水流出抑制対策実施計画書を作成し、土木部長に提出しな

　ければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（関係機関等への協力要請）

第6　区長は、第3の規定に基づき、この要綱の趣旨にそって、抑制対策を講じるよう、区以外の公共施設、公益的施設及び民間施設

　の設置者又は管理者に対し、協力要請するものとする。

2　区長は、必要に応じ、抑制対策に関する事項を広報等により、区民に周知するものとする。
（委任）

第7　この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、区長が別に定める。
（その他）

第8　この要綱の改正は、杉並区雨水流出抑制対策推進会議の意見をきいて行う．
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